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　深夜に帰宅し，疲れた体をソファに委ね，無意識に
リモコンでテレビの電源をつけると，着物の女性が
酔って床に転がるシーンでした。女優に見覚えがあ
り，フラフラと体が揺れる様もどこかで見たことがあ
る気がしました。朝の NHK連ドラを１週間分流す番
組で，どうも『花子とアン』らしい。主演の吉高由里
子さんの酩酊の演技からある舞台挨拶のシーンを思い
出しました。
　2013年 2月の編集後記で紹介した映画『転々』は
2007年の製作で，まだ吉高由里子さんが無名の頃で
す。脇役で出演しているのですが，その舞台挨拶で彼
女はずっと体をゆすってひとときたりともじっとして
いませんでした。おかしい。多動症？　それ以来ずっ
と気になっている女優さんです。彼女を一気にスター
ダムに押し上げたのは主演をした 2008年公開の『蛇に
ピアス』です。とんがっているのにけだるくて，つま
らなさそうにしている表情と，明るい笑い顔との
ギャップが激しい。高良健吾さんが演じる恋人のスプ
リットタンに魅せられ，井浦新さんが演じる彫り師の
店を訪ねます。19歳の女性が刺青とピアスに惹かれて
いくのに理由はなく，理解は不要です。刺青とピアス
に伴う痛みはむしろ歓迎され，元に戻ることのできな
い肉体の改造は美しい自然な行いに映りました。当時
72歳で演劇界の巨匠である蜷川幸雄氏が監督として
撮った映画です。
　『花子とアン』はその路線のドラマではありません。
どちらかというと，2013年に公開された『横道世之介』

でのイメージを根拠に主役に抜擢された気がします。
この映画では世間離れした天真爛漫なお嬢様を吉高由
里子さんが演じていて，主人公の世之介は高良健吾さ
んが演じています。この映画は『蛇にピアス』とは対
照的に，青春時代に誰もが経験したはずのエピソード
が繰り広げられています。仲のいい友達と風呂場で語
る。暇で仕方がなく，友達の部屋に用もないのに押し
かける。夏の暑い日にいきなり部屋を訪ねてプールに
誘う。引っ越しを手伝う。興味を持つが自分では買え
ないので，他人のカメラを借りる…思い当たることば
かりです。この普遍性を演じたのと，『蛇にピアス』の
非日常性を演じたのが，同じ主人公のお二人です。「俳
優は演技の幅で評価される」と聞いたことがあります
が，少し納得しました。怒る，泣く，笑うといった感
情の振れ幅をしっかり表現するだけでも大変です。さ
らに，『蛇にピアス』と『横道世之介』では笑い方ひと
つをとってもおそらく変えているのでしょう。その証
拠に吉高由里子さんにえくぼがあることを，『横道世
之介』を観て初めて気づきました。
　蜷川幸雄氏が若手俳優である小栗旬さんと綾野剛さ
んとの対談番組で，「俳優には不幸でいてほしい」と
語っていました。極端なほどの感情のゆらぎを表現で
きるようになるためには，尋常な体験のみではいけな
いのでしょう。苦しみを求めることが必要で，人間の
矛盾を体現しているのが俳優なのかもしれません。
 （大家基嗣）
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